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地学雑誌編集委員会からのお知らせ

I．文献欧文誌名の省略・略記の廃止について
　文献の欧文誌名の省略・略記を行っていましたが，原則として雑誌に表示されている“正式誌名”で
表記することになりました。
　廃止の理由は，省略・略記により雑誌名がわかりにくくなること，電子ジャーナル化により文献の誌
名も検索の対象になること，また，全体の流れとして正式誌名を表記する傾向になっている等によるた
めです。
　投稿規定を一部改定し，117巻 1号（2008年 2月 25日発行）より，適用致します。
　すでに投稿いただいている方，また投稿の準備をされている方には，ご迷惑をおかけすることになり
ますが，ご理解・ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

投稿要領
（2006年 10月 16日制定，2007年 1月 15日，2007年 5月 28日一部改定，2007年 10月 15日一部改定予定）
（15）文献の書き方
　③欧文論文
　 著者名（発行年）：論文名．掲載誌名（イタリック，多少の略称は可．原則として Journalは J.）， 
巻数（巻数はボールド），ページ．
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II．インプレス論文の abstractホームページ公開について
　インプレス論文について，著作権譲渡同意書を受け取り次第，ホームページに abstractを公開するこ
ととし，116巻 5号分より実施しています。全文公開につきましては，従来通り１号遅れで公開してい
ます。


